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Ⅰ 研究主題設定の理由 

本研究では、研究主題を「思考力・判断力・表現力等を高めるための技能統合型の言語活

動を用いた指導の工夫」と設定した。主題設定の主な理由は二点ある。一点目は、国が実施

した調査結果等から明らかになった現在の英語教育における課題解決につながる研究にする

ため、二点目は、本研究員８名が、生徒の実態を踏まえ、日常の授業で課題と感じているこ

とから更なる授業改善につながる研究にするためである。 

現在、日本を訪れる外国人観光客数は年々増加し、1,100 万人を超えた（日本政府観光局  

平成 27 年１月～７月）。2020 年の東京オリンピック・パラリンピック開催を控え、日本にい

ながらにして日常的に外国人と接する機会が増えていくことが予想される。そのため、中学

校学習指導要領外国語の目標に示されているように、「外国語を通じて、言語や文化に対する

理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り、聞くこと、話

すこと、読むこと、書くことなどのコミュニケーション能力の基礎を養う」ことが求められ

ており、生徒の英語力の向上は喫緊の課題である。 

こうした社会情勢の中、中学校学習指導要領解説外国語編では、ＯＥＣＤ（経済協力開発

機構）のＰＩＳＡ調査などの各調査を踏まえ、思考力・判断力・表現力等の育成と、「聞くこ

と」、「話すこと」、「読むこと」及び「書くこと」の４技能を統合的に活用できるコミュニケ

ーション能力の育成が課題として挙げられている。 

ところが、平成 26 年度に文部科学省が全ての公立中学校を対象に実施した「英語教育実施

状況調査（中学校）」によれば、中学校第３学年に所属している生徒のうち、英検３級程度（中

学卒業程度の英語力）以上を取得している生徒は全国で 34.6％にとどまっている。平成 25

年度同調査結果から、数値は上昇しているものの、文部科学省「第２期教育振興基本計画（平

成 25 年〜29 年度）」において、学習指導要領に基づき達成される英語力の目標「中学校卒業

段階：英検３級程度以上を達成した生徒の割合 50％」を大きく下回っている。 

また、同調査では、授業における「生徒の英語を用いた言語活動の時間」に関して「おお

むね行っている」と「半分以上の時間、行っている」を合わせた割合が、１学年では 56.0％、

２学年では 51.2％、３学年では 47.7％という結果が出ている。 

このような現状を踏まえ、「グローバル化に対応した英語教育改革の五つの提言」（英語教

育の在り方に関する有識者会議 平成 26 年９月 26 日）では、グローバル化が進む社会にお

いて、国際共通語である英語力の向上は日本の将来にとって極めて重要であるとすると同時

に、今後の英語教育改革においては、「思考力・判断力・表現力等の育成」を重要な課題であ

るとし、改革１「国が示す教育目標・内容の改善」において、中学校では「互いの考えや気

持ちを英語で伝え合うコミュニケーション能力の養成を重視する」としている。 

本研究に携わる８人の研究員が、授業における課題を振り返ってみると、自己の考えや気

持ちを伝え合う活動がほとんど取り入れられていないという現状が挙がった。具体的には、
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「読むこと」について、教科書本文の内容理解と音読活動にとどまっていることや、「話すこ

と」について、実際に自分の考えや気持ちを伝える活動ではなく、型が決まった会話や原稿

に基づくスピーチ等を発表する活動にとどまっている。そのため、生徒は聞いた事柄につい

て自分の考えや気持ちを伝える即興力が身に付いておらず、改善に向けた指導も十分でない。

その理由として、「生徒が自分の考えを振り返る時間が設定されていない」、「学習事項が定着

しておらず、既習事項を十分に使いこなせていない」、「自分の英語を話すことに精一杯で、

聞き手を意識して話す力が弱い」等が考えられる。 

このように学校現場で感じている課題や、生徒の実態に加えて、上記調査結果が示す課題

を改善するには、技能統合型の言語活動（読んだり聞いたりしたことに対して、自分の考え

や意見をもったり、それらを話したり書いたりして表現する活動）を、意図的・計画的に指

導に位置付けていくことが有効であると考える。日常生活で行われているコミュニケーショ

ンでは、「聞くこと」・「話すこと」・「読むこと」・「書くこと」の４技能のうち二つ以上の技能

を統合させた活動が多く見られることからも、授業内でも同様のコミュニケーション活動を

展開していく必要があると考える。 

以上のことから、生徒が英語で読んだり聞いたりしたことについて感じたり、考えたりし

たことを、どのような表現を使えば相手に分かりやすく伝わるか自ら判断し、適切な英語を

用いて表現することで、英語の 4 技能を向上させることができると考え、本研究の主題を「思

考力・判断力・表現力等を高めるための技能統合型の言語活動を用いた指導の工夫」とした。 

 

Ⅱ 研究の視点 

さらに、平成 26 年度「英語教育実施状況調査（中学校）」（文部科学省）では、生徒が英語

を用いた言語活動の時間は、授業時間の約半分程度しかないことが分かった。この原因とし

て、技能統合型の言語活動の実践について、多くの英語科教員にとって情報や経験が不足し

ていることが考えられる。そのため、授業内の英語を用いた言語活動を更に充実させる必要

がある。 

したがって本研究では、まだ実践例の少ない技能統合型の言語活動を用いた指導に焦点を

当て、一人でも多くの英語科教員が共有できる汎用性の高い実践の開発を目指した。研究を

進める際の留意点としては、第一に教科書を用いた活動であること、第二に短時間で行える

活動を取り入れることとした。 

 

Ⅲ 研究仮説 

読んだり聞いたりしたことについて、自分の考えや気持ちを英語で話したり、書いてまと

めたりする技能統合型の言語活動を継続的に行うことで、学んだ知識や得た情報を自分の体

験や考えと結び付けて表現することができるようになり、これらの活用を通して生徒の思考

力・判断力・表現力等が高まるであろう。 
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Ⅳ 研究方法 

１ 技能統合型の言語活動の実践、意見交換に役立つ表現集、ワークシート、記録用紙の開発 

  指導過程における教科書本文の内容を理解する活動において、聞いたり読んだりした内容

について、生徒が主体的に関わりをもてるような発問をすることで、技能統合型の言語活動

を行うこととした。また、活動の際、生徒がよりコミュニカティブな表現活動を行うために、

参考となる表現集を開発した。さらに、研究の成果を検証するために、生徒の変容を捉え、

定量的評価を行うためのワークシートと記録用紙の開発を行った。ワークシートには、意見

交換の際に話した英文を書かせ、記録用紙には、その日の授業で生徒が発話できた英文数と、

学年ごとに設定した目標を意識できたかを自己評価させた。 

 

２ 指導実践 

 開発したワークシートを用いて、本研究員全ての学校で、それぞれが技能統合型の言語活

動の指導を実践し、生徒の活動を記録用紙に記録させた。 

 

３ 記録用紙による生徒の変容の考察 

  生徒が発話した英文の数、内容を記録させ、量的・質的な表現力の向上について生徒の変 

 容を観察した。 

 

４ 研究成果のまとめ 

  記録用紙を集計し、研究開始時と一定期間指導した後のクラス全体の発話数を比較した。

また、無作為に抽出した生徒の発話量及びその内容、記録用紙に記述した内容（使用表現の

増加や発話した内容構成の工夫）等を考察することで、表現力の変容を検証した。 
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５ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目指す生徒像】 

○英語で読んだり聞いたりしたことについて、自らの体験等と結び付け主体的に考えられる  
 生徒 
○コミュニケーションを図る場面で、必要な表現を既習事項の中から適切に選択できる生徒 
○自分の考えや気持ち、事実等を相手に英語で分かりやすく伝えられる生徒 

 

【研究主題】 

思考力・判断力・表現力等を高めるための技能統合型の言語活動を用いた指導の工夫 

［研究仮説］ 

 読んだり聞いたりしたことについて、自分の考えや気持ちを英語で話したり、書いてまと

めたりするような技能統合型の言語活動を継続的に行うことで、学んだ知識や得た情報を自

分の体験や考えと結び付けて表現することができるようになり、これらの活用を通して生徒

の思考力・判断力・表現力等が高まるであろう。 

［研究内容］ 

○思考力・判断力・表現力等を高めるための技能統合型言語活動の検討・実践・検証 
○教科書を発展的に取り扱う活動を実践し、活動を通し生徒の思考力・判断力・表現力等の

変容を見取る。 

研究の成果と課題 

生徒の英語力 
・中学第３学年に所属している

生徒のうち、英検３級程度以上

を取得している生徒は 34.7%で

あり、目標の 50%を下回ってい

る。 

「平成 26 年度英語教育実施状

況調査（中学校）」（文部科学省） 

実際の授業 
・生徒が英語を用いた言語活動

を授業の半分以上行っている割

合は約 48％である。 
「平成 26 年度英語教育実施状

況調査」（文部科学省） 
・他人の意見を聞いて、自分の

考えを見直したりする活動が少

ない。 

英語授業における技能統合

型の言語活動 
・学習指導要領では、「聞くこ

と」「話すこと」「読むこと」「書

くこと」の 4 技能を統合的に活

用できるコミュニケーション

能力を育成するとあるが、技能

統合型の言語活動を行ってい

る教員は 33％にとどまってい

る。 

「平成 26 年度英語力調査」（文

部科学省） 

平成 27 年度東京都教育研究員部会共通テーマ 

「思考力・判断力・表現力等を高めるための授業改善」 

［現状と課題］ 

外国語科の目標 

 外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろう

とする態度の育成を図り、聞くこと、話すこと、読むこと、書くことなどのコミュニケーシ

ョン能力の基礎を養う。 
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従来の指導 教科書の内容を理解するための活動を行わせる。

ステップ
１

内容に関する発問をし、自分の考えをもたせる。

ステップ
２ ペアで意見を交換させる。

ステップ

３
記録用紙に話した英文の数を記録させる。

ステップ
４

ワークシートに話した英文を書かせ、振り返らせる。

Ⅴ 研究内容 

  「シンプルで汎用性の高い実践」を目指し、従来の学習指導に負担を与えないよう、言語

材料の活用場面を意図的に設定し、継続的な指導により生徒の思考力・判断力・表現力等を

高める技能統合型の言語活動の実践を研究した。具体的な指導過程は以下のとおりである。 

 

１ 技能統合型の言語活動の例 

 

従来の指導に従い、まずピクチャーカードを用いたオーラルイントロダクション、内容理

解のための質疑応答、音読（暗唱）活動等を行う。 

ステップ１では、オーラルイントロダクションで使用したピクチャーカードを用いて、聞

いたり読んだりした内容に生徒が主体的に関わりをもてるような発問をする。具体的には、

絵の描写やテーマの一部に関する質問をして、各生徒に自分の考えをもたせる。 

ステップ２の意見交換は、学年が上がるごとに自然なコミュニケーションに近づけるよう、

話し手・聞き手それぞれに学年に応じた目標を設定した。例えば１、２年生では、チャット

形式であると、生徒の英語力によって発言できない可能性があるため、簡潔に自分の意見を

順番に伝え合う形の中で、発話を継続していくタスクを設定した。その際、「I like ～.」

等同じ動詞ばかりを使わないように、「なるべく違う動詞や表現を使う」という条件を付け

た。 

ステップ３の記録用紙には、定められた時間に発話した文の数を記録させた。一定期間継

続して記録することにより、発話した文の数が増えていく過程を視覚的にも分かるようにし、

生徒にとっても励みになる活動にした。 

ステップ４では、ワークシートに発話した英文を記録させた。生徒が自分の意見を論理的

に伝えられているか確認できるよう、「自分の考え、意見の理由を具体例や体験談を用いて

より詳しく説明できているか」という指標をワークシートに記載した。このことによって、

発話文数が増えていくことが表現の幅の広がりに結び付くように考えた。意見交換後には、
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ワークシートに自分の最初の考えと、意見交換を通して新たに浮かんだ考えや、相手の意見

に対する自分の意見を記録させた。この過程が、他者との関わりの中で、生徒自身の考えを

見つめ直し、より深めることにつながると考える。 

 

２ 技能統合型の言語活動の具体的手順 

 

活動前(準備) 

ステップ１ 

(1)  教科書本文の内容理解を行った後、その内容について、自分の意見がもてるような発

問（Today’s Question）を行う。教師はその発問に対し、必要に応じて発話のヒントと

なる具体例を示す。また、生徒に対して発問内容に関する質問をして、自分の発話をイ

メージさせたり、発話する内容を考える時間を与えたりするなど、活動を促進するヒン

トを与える。 

 

ステップ２ 

(2)  ペアで対話する（１分間）。 

  ① 話し手と聞き手を決める。 

② S1（話し手）は、１分間、できるだけたくさん話す。 

    ③ 話し手は自分が発話した文の数を覚えておく。 

④ S2（聞き手）は S1 の会話を聞き、目指す生徒像（８ページ参照）に準ずる反応を意

識する。 

(3)  話し手と聞き手の役割を交代する。 

(4)  パートナーを替えて(2)(3)の活動を行う。 

(5)  (2)から(4)の活動を複数回行う。 

 

活動後 

ステップ３ 

(6)  記録用紙に自分が発話した英文の数を記録する。 

 

ステップ４ 

(7)  ワークシートに発話内容を書く（スピーキングの内容を文字にして、自分が話した内

容の筋道だけでなく、文法やスペルの正確さを確認する。）。 

(8)  聞き手が話し手の話をしっかり聞くように、相手の話したことも書かせるようにする。 

(9)  相手の意見に対して自分の意見や感じたことも書くようにする。 

(10) 英語でどのように言えば良いか分からなかった表現なども併せて書く。 

活動時間 

２〜３ペアの活動で、時間配分は全部で 10〜15 分程度とする。 

− 6 −



Today’s Question(TQ)の具体的実践例 
 本文で学習した語彙や表現を使って、表現できる質問の設定を意識した。  

例) New Crown 2 単元 Lesson 4 Use Read 

TQ: What Japanese food do you like? 

教師の発話例 

T: 

 
S: 

T: 

 

We studied about two kinds of sushi. There are other famous Japanese food. 

Please tell us about other kinds of Japanese food. 

Okonomiyaki! Yakisoba! Natto! Nikujaga! Tempura! Soba! Udon! Wagashi…etc. 

OK. We have a lot of famous Japanese food. 

So, Today's Question is "What Japanese food do you like? 
 

その他 研究員が行った Today’s Question(TQ) 

＜１年生＞ 
使用教科書 単元 Today’s Question 

Total Lesson 3C What sports do you play? 

New Horizon Unit 6-1 Please tell me about your friends. 

＜２年生＞ 

New Crown Lesson 5-1 Where did you go for the day-at-work program? 

New Crown Use Read 5 What do you want to be in the future? 

New Crown Use Read 6 What is a famous place in Japan? 

＜３年生＞ 

Sunshine Program 6-2 What do you think about a Japanese toy called kendama? 

Sunshine Program 6-3 What do you think about our school trip to Kyoto? 

Total Lesson 5B Have you ever helped people in need? 

 
３ 技能統合型の言語活動における各学年の到達目標 
  各学年の到達目標を以下のように定めた。 
  １年生では、「話し手はトピックに対して理由や具体例を挙げて、自分の意見や考えを伝え

ることができる」「聞き手は相手の発話に対して適切な相づちを打つことができる」を目標と

した。そこで、発話を円滑に進める補助となる表現集（10 ページ参照）を作成した。この表

現集には教科書で使用されている表現を中心に記載した。 
 ２年生では、「話し手は１年生の内容に加え、つなぎ言葉や接続詞を用いて論理的に伝え、

相手の質問に適切に答えることができる」、「聞き手は相手の発話に対して、質問をすること

ができる」を目標とした。つなぎ言葉に関しては、先述の表現集に相づちと合わせて記載し、

活動時の生徒の補助資料として使用した。 
  ３年生では「相手の発話に対して、感想、賛否やその理由を述べることにより、やり取り

を更に発展させることができる」を目標とした。３年間の活動を通じて、言語活動をよりコ

ミュニカティブなものに近付けていくこととした。 
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＜目指す生徒像【表現力】＞ 

 話し手 聞き手 
１年生 ・トピックに対して、理由や具体例を挙げて

自分の意見や考えを伝えることができる。 
・相手の発話に対して適切な相づちを打

つことができる。 
２年生 ・１年生の内容に加え、つなぎ言葉や接続詞 

を用いて論理的に伝えることができる。 
・相手の質問に適切に答えることができる。 

・相手の発話に対して、質問をすること

ができる。 

３年生 ・相手の発話に対して、感想、賛否やその理由を述べることにより、やり取りを更に

発展させることができる。 

 
４ 技能統合型の言語活動を進める上での指導上の留意点 
  まず、本活動を円滑に進めるためには、質問の設定が重要である。教師は生徒の発話内容

を予測して、質問を設定する必要がある。対話の発展性があまり見込めない質問の設定は避

けるべきである。話したい内容、話すべきことが、ある程度考えられる内容、生活経験、身

の回りのことなどの中から質問を設定する必要がある。 
   また、教師は活動前に多くの具体例を生徒に示すことが効果的である。教師がモデルを提

示したり、生徒からいくつか例を引き出してイメージをもたせたりするなど、活動を促進す

るヒントを与える。さらに、考える時間を与えて、生徒が自分の会話をイメージできるよう

にさせるのも有効である。その結果、話したい気持ちが湧くことで、活発な活動が期待でき

る。もちろん即興力を身に付けるという観点からは、すぐに活動を実施した方が良いが、即

興では話すことに抵抗感を感じる生徒もいるかもしれない。この活動に慣れるまで、特に導

入期や低学年の生徒には、具体例を豊富に与えることが重要である。生徒の実態に合わせて

具体例を段階的に減らし、最終的には具体例のない即興的な場面設定に近付けるなど、学年

に応じた段階を踏んでいくことが大切であると考える。 
  次に、活動初期段階ではどのタイミングでどのような指導を行うのか、入念に計画する必

要がある。初回の活動ではまず活動させ、うまく発話できないことを体験させるところから

始める。その中で、どういう内容を話せば発話文数が増えるのかペアやグループで話し合わ

せ、自分の意見や理由、体験談などの具体例を挙げて説明することで、より論理的に発話文

数を増やせることに気付かせる。この論理的な型を毎回意識して行わせることで安定して自

分の意見を発信できる型を身に付けさせることができる。 
この活動は、双方向的に会話を続ける「ダイアログ」の形式ではなく、一方向的に相手に

話す「モノローグ」の形式をとる。その理由は、生徒がパートナーの会話力に左右されるこ

となく、「１分間に何文の英語を話すことができたか」という生徒自身の力がはっきりとした

数字で表れるからである。指導者はたくさん話すことを生徒に呼びかけ、流ちょうに話す力の

向上を意識させたい。また、もう一つのねらいとして、聞き手の態度、例えば相づちを打った

り、質問をしたり、意欲的に話を聞いたりすることで、話し手が話しやすい雰囲気を作る態

度の育成がある。相手の話をよく聞くことによって、リスニング力の向上も図ることができ

る。パートナーの話をよく聞き、自然なコミュニケーションの中でリスニング力の向上をね
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らう。そのため、ワークシートにはパートナーの意見を記録する欄が設けられている。同年

代の生徒同士の会話であれば、リスニングの教材よりも、関心をもって取り組めると考える。 
  加えて留意すべき点は、この技能統合型の言語活動で生徒の発話文数を記録させることの

弊害である。生徒は発話文数を増やすことに集中し、「I like～.」や「I play～.」のような、

生徒にとって表現しやすい文を羅列することが考えられる。これでは発話文数が増えたとし

ても、表現力が高まったとは言い難い。話す内容を充実させるために、話す内容の「論理的

な構成」に注目させる必要がある。なるべく違う動詞を使ったり、考えや意見を言った後、

理由を言ったり説明したり、過去の経験や具体例を示したりして論理的につながっているか

を確認させる。 
また、” I did not go out. Because it was hot yesterday.” といった接続詞 (because, 

when, if) を使った従属節のみの文は一般的ではないことを指導する必要がある。しかし、

あまりにも早い段階で上述の文の羅列や接続詞に関して指導すると、生徒の発話意欲を削い

でしまう可能性もある。そこで初めは生徒がたくさん発話しようする意欲を褒めながら指導

し、２年生では従属節を、３年生では関係代名詞や後置修飾を用いた英文など、段階的な指

導を重ね、１文の質の高さ、表現の正確さを同時に伸ばす指導を心掛けていく必要がある。 
 

＜記録用紙＞ 
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＜表現集の具体例＞ 
 生徒の発話を促し、聞き手が発話の継続を助ける手掛かりとして表現集を作成し、活用させ

た。 

 

【会話を継続・発展させる】
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＜ワークシートの具体例＞ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

ねらい 

工夫した点 

分 
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５ 評価 

（1） 評価方法 

  指導と評価は一体であることから、既述の技能統合型の言語活動（ＴＱ活動）に取り組ん

だ成果を評価する機会も設定した。評価方法としては、パフォーマンステストとペーパーテ

ストを設定した。 

 パフォーマンステストにおいては、それまで行った技能統合型の言語活動の中から３題を

提示し、試験官（ALT が行ってもよい）が三つの中から一つ出題した。１分間、30 秒間とい

った時間設定の中で発話した文の数に応じた評価を与えた。ただし、通常の活動と同様、“I 

like～.”のような中学生にとって言いやすい文だけを羅列するパフォーマンスにならない

よう、「同じ動詞を用いて文の目的語だけ替えた英文を２文以上続けない」という条件も加

えた。 

ペーパーテストでは基本的には同様の条件を提示し、”Answer in more than two 

sentences.”などの質問を加えることで、生徒が多くの文を書けるよう配慮した。 

 

（2） 評価規準 

 技能統合型の言語活動の目的は、思考力・判断力・表現力等を伸ばすことである。客観性

のある評価が必要となるため、評価対象を数値化することが望ましい。 

しかし、それだけでは覚えてきた文を発話するだけになってしまう可能性があり、思考

力・判断力・表現力等を測るテストとしては不十分である。そこで、１年生では論理的に伝

える力を、２、３年生では事前に準備したパフォーマンスだけでなく、即興力を測る条件も

設定した。 

例えば、１年生では、「自分の意見の理由を言えているか」、「具体例や体験談を交えて説

明できているか」という条件を付けた。２年生では、１年生の条件に加え、話者の発話が終

わった後、試験官が話者の発言の内容に関する質問をし、適切に答えられるかどうかも評価

に加えた。３年生では、１、２年生の条件に加え、試験官の質問に答えるとともに、その意

見を具体例や体験談を交えてより詳しく説明できているかどうかを評価に加えた。 
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６ 検証授業（第２学年） 
(1) 使用教科書 NEW CROWN ENGLISH SERIES 2  単元 Lesson 4  “Enjoy Sushi” 

(2) 単元の目標 

ア 日本の食文化について関心をもつ。 

イ 地域ごとに特色のある食文化があることを学ぶ。 

ウ 本文の内容や自分たちの地域の食文化について、自分の意見や考えを表現する。 

エ ［There ＋ be 動詞～］や動名詞を含んだ英文の意味を聞いたり、読んだりして理解し、

それらを用いて、英文を書いたり、話したりすることができる。 

オ 町の名所の紹介文を英語で書く。 

(3) 単元の評価規準 

 ア 
コミュニケーショ

ンへの関心・意欲・

態度 

イ 
外国語表現の能力 

ウ 
外国語理解の能力 

エ 
言語や文化につい

ての知識・理解 

評価規準 ① 英語を聞いて、

内容を理解、推測し

ようとしている。 
② 英語で書かれた

内容を繰り返して

読んだり、読み返し

たりして読み続け

ようとする。 
③ ペアでの活動や

プレゼンテーショ

ン等に間違いを恐

れず積極的に取り

組もうとしている。 

①  教師や他の生

徒がする質問に対

して英語で応対す

ることができる。 
②  英語らしい発

音・イントネーシ

ョンを意識して音

読できる。 
③  英文を正確に

早く書くことがで

きる。 
 

① 教科書本文の

内容を聞いて理解

することができ

る。 
② 教科書本文の

内容を読んで理解

することができ

る。 

① ［There ＋ be

動詞～］を用いた

文の構造を理解し

ている。 
② 動名詞を含ん

だ文の構造を理解

している。 

(4) 指導観 
ア 単元観 
  この単元では、世界中の人々から関心が寄せられている日本食を話題にし、その中でも

多くの国と地域で食べられている sushi を話題の中心にし、食文化に興味をもたせながら、

自分の考えや意見を英語で表現する。文構造・文法については ［There ＋ be 動詞～］、

動名詞について学習する。教科書本文の内容を理解しながら、簡単な英文を用いて自分の

考えや意見を伝え合う言語活動を通して、実践的な会話や、自己表現活動ができるように

つなげていきたい。 
イ 教材観 
  ピクチャーカードを用いて、本文の内容を理解し、フラッシュカードを用いて新出単語

を導入し、発音練習を行う。ＣＤ等を用いて、［There ＋ be 動詞］、動名詞を含む地域の
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寿司について書かれている英文を聞いたり読んだりして、内容を把握し、英問英答により

内容理解を確認する。地域の寿司の特徴についての表現を参考にしながら、日本の有名な

食べ物についてイメージを広げることにより、聞いたり読んだりしたことに関して、簡単

な英語を用いて自分の考えや意見を伝え合う。この技能統合型の言語活動を通して、既習

事項の定着と活用を図り、即興性や積極性、継続性を身に付けながら自己表現活動ができ

るようにする。 
(5) 年間指導計画における位置付け 

  １学期には、過去形、過去進行形、未来形、接続詞の that 等を学習し、過去の体験やこれ

からしようと思うこと、予定などの表現、I think that～を用いて、自分の考えを述べる表

現を学習している。本課では［There ＋ be 動詞～］や動名詞を学び、あるものや「～する

ことが好き」などの表現を学習し定着を図る。この後、不定詞を学習し「～したい」や「～

するために…する」などの表現ができることにより、自己表現の幅を広げていきたい。 
(6) 単元の学習指導計画（10 時間扱い） 

 学習内容・学習活動 評価規準・評価方法 
第１時 ［There ＋ be 動詞〜］の文構造を理解する。 エ① 後日ペーパーテスト  
第２時 Get part① 

・地域の特産物についての対話文の内容を

理解する。 

ア①③ 観察  
イ① 観察 ウ① 観察 

第３時 動名詞の文構造を理解する。 エ② 後日ペーパーテスト 
第４時 Get part② 自分たちが好きなことについ

ての英文の内容を理解する。 

ア①③ 観察  
イ① 観察 ウ① 観察 

第５時 Use Read 地域ごとに特色のある寿司が掲

載されたガイドブックの記事の内容につい

て、概要を理解する。 

ア①② 観察  
イ① 観察 
ウ① 観察 

第６時

(本時) 
Use Read 自分の好きな日本食について、

自分の考え、意見を表現する。 

ア①③ 観察 
イ③ ワークシート 
ウ① 観察  

第７時 ・Listen ［There ＋ be 動詞～］や動名詞

を含む駅の案内所での会話を聞いて、概要

や要点を正確に聞き取る。 

・自分が紹介したい場所と、そこにあるも

のやそこでできることを正しく書く。 

イ③ ワークシート 
ウ① 観察 

第８時 文構造・文法のまとめ エ①② ノート 
第９時 音読テスト・単元テスト イ② 音読テスト 

ウ②エ①② 単元テスト 
第 10 時 Oral Presentation ア④イ② 観察  
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(7) 本時 
 ア 本時のねらい 
 (ｱ) 積極的に英語を聞いたり、読んだり、話したり、書いたりしようとする。 

 (ｲ) まとまった分量の英文を聞いたり読んだりして内容を理解し、簡単な英文を用いて、自  
     分の意見や考えを表現する。 

 
イ 本時の展開 
指導過程 
(time) 

学習活動 教師の指示・留意点 
評価規準 
評価方法 

1 Greeting 

(3 min.) 

・英語で挨拶する。 

・出席を確認する。 

・英語で挨拶を行い、英語で

言語活動を行う雰囲気を作

る。 

 

2 Warm-up 

(15 min.) 

・Bingo（8 min.）をする。 

 

 

・英語の歌を歌う。 

・ペアで協力し合い助け合っ

てペアワークを行うよう支

援する。 
・英語のリズムや音声を楽し

む。 

 

3 Review 

(10 min.) 

・教科書の本文を聞く。 

・教師の話す英語やＣＤの英

語を集中して聞き、内容を

つかむ。 

・絵を見ながら英語の質問に

答える。 

・視覚教材を用いて、内容を

理解しやすいように工夫す

る。 
 
・つまずきのある生徒を支援

する。 

 
 
 
 
ウ① 観察 

4 Speaking 

and 

Writing 

Activities

(15 min.) 

 

 

 

 

・自分の好きな日本食につい

て、ペアで１分ずつ英語で

話す。話した英文の数を数

える。 

・ペアを変えてもう一度話

す。 

・ペアを変えてもう一度話

す。     （３回目） 

 
 
 
 
・他の生徒からも学び合うよ

うにする。 
・どうしたらたくさん話せる

か考えさせる。 
・他の人の発表を聞いて、参

考になることを理解させ

る。 
 

 
 
 
 
ア①③ 観察 
 

技能統合型の言語活動 

Today’s Question: What’s your favorite Japanese food? 
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5 Consolidation 

(7 min.) 

・ペアで話した内容について

ワークシートに記入する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・言えた英文の数を記録させ

る。 

 

 

・ねらいが達成できたか振り

返る。 

・家庭学習の課題を確認す

る。 

・書けない英語についてはカ

タカナなどで書き、後で調

べるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・簡単な英文を用いて、自分

の考えや意見を表現する英

文を言えた数が増えたか確

認する。 

イ③ 
ワークシート 
 

 

(8) 成果と課題 
 ア 成果 

 「教科書の内容を踏まえ、既習事項を用いて、自分のこと、身の回りのこと、自分の考え

や意見を論理的に英語で表現すること」を目指した最初の授業であったが、事前に４技能の

「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」の中でも、特に「話すこと」の練習の重

要性について説明し、活動のねらいを明確にして動機付けを行った。英語の発話量を増やす

ため、会話を円滑に継続させるために必要なことを考えさせ、ワークシートを用いて、相づ

ち、つなぎ言葉などを練習した。 
検証授業では、アイコンタクトをしながら、相手に聞こえるような適切な音量で、伝えよ

うという気持ちをもって、間違いを恐れずに英語を積極的に話そうとする生徒の姿を見るこ

とができた。また、１回目の活動の後に、たくさん話すためにはどうすればいいかを考えさ

せることで、聞き手が相づちを打ったり、質問したりすることで発話量が増えるということ

を確認した。生徒が話したことを発表をさせ、その内容を板書で取り上げ、単語や表現を確

認するなど、体系的に各活動を価値付けて、意見の後に理由、具体例、過去の経験、感想な

どを話すとたくさん文が言えるということを確認した。その際、友達の話した内容を参考に

しながら、２回目、３回目と段階的に、話す英文量や質、話し方、聞き方などがレベルアッ

プする様子を見ることができた。新出文法事項である動名詞を使って話している生徒もいた。

１回目よりも、２回目、３回目と意欲的に生き生きと英語を話し、使える表現が増えてきて、
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達成感を得た生徒の姿が見られた。 
 イ 課題 
  検証授業の結果、次のような点が課題となった。 
 ・ 発話するために必要な語彙や表現の効果的な指導方法 
 ・ 生徒の発話を促す発問の工夫 
 ・ 適切な活動の回数と所要時間 
 ・ 活動後の生徒へのフィードバックの方法 
 ・ パフォーマンステスト、定期考査での活動の評価方法 
 
＜生徒の感想＞ 
 ・ まずは、質問についてたくさん考えるようにしようと思う。 
 ・ もっと単語や文法を知っていれば、話せるようになると思う。 
 ・ 友達が言ったことを参考にしたら、話せることが増えた。 
 ・ １回目は何を話せばいいか分からなかったが、３回目は友達と話したことで自分がどう 
  いう話題で話せば良いのかが分かり、表現の幅が広がり、話す文も多くなった。 
 ・ 分からない単語、文章を辞書で調べると次に使うことができるので、分からないものが 
  あったら、自分から進んで調べようと思った。 
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７ 検証授業（第２学年） 
(1) 使用教科書 NEW CROWN ENGLISH SERIES 2   LESSON 6  Uluru 

(2) 単元の目標 

 ア ・［主語＋動詞（give 等）＋間接目的語＋（名詞・代名詞）］を用いて、人や物等の流れ

を伝えることができる。 

   ・［主語＋動詞（look 等）＋形容詞］を用いて、人や物等の状態を伝えることができる。 

 イ ・教科書本文を参考にし、まとまった量の英文を書くことで、情報を得るための文を書

くことができる。 

   ・今まで習った文法事項の積み重ねにより、テーマに必要な自己表現をすることができ

る。 

(3) 単元の評価規準 

   ア 
コミュニケーショ

ンへの関心・意欲・

態度 

イ 
外国語表現の能力 

ウ 
外国語理解の能力 

エ 
言語や文化につい

ての知識・理解 

評価規準 ①  ペアワークやグ

ループ活動を通し

て、互いに協力し学

び合おうとしてい

る。 
②  学習した言語材

料を用いて積極的

にコミュニケーシ

ョン活動に取り組

もうとしている。 

① 人や物の流れ

や状態を、give や

look などを用いて

書いたり話したり

す る こ とが で き

る。 

② 既習の表現を

用いて、相手から

自分の知りたい情

報を得ることがで

きる。 

① 学習した言語

材料を頼りに、教

師 の 話を聞 い た

り、教科書を読ん

だりして、旅の楽

しさやその地域や

文化について理解

す る ことが で き

る。 

② 友達の書いた

文章を読んだり発

表 を 聞いた り し

て、内容を理解す

ることができる。 

①［主語＋動詞＋

間接目的語＋（名

詞・代名詞）］を用

いた文構造を理解

している。 

② ［ 主 語＋ 動 詞

（look 等）＋形容

詞］を用いた文構

造 を 理 解し て い

る。 

③ 場面に応じた

適切な表現や人称

代名詞を選択する

ことができる。 

(4) 指導観 
 ア 単元観 
  本課はオーストラリアに帰省したエマが、写真を見せながらケンと会話をする場面、ケ

ンがもらったお土産についてメイリンに説明する場面、そしてエアーズロック（ウルル）

について書かれた新聞コラムを紹介する構成である。各セクションの終わりに「トゥディ

ズ・クェスチョン（Today’s Question; 以下「ＴＱ」と記載する）」を投げかけ、それに

答えさせることで思考、判断等をしながら表現する力を身に付けさせる。また、繰り返し

ＴＱを行うことで、学習した内容について考え、自分の考えや意見を表現する力を高めて

いく。 
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 イ 教材観 

 夏休み後に実施する授業で、家族等で国内外を旅行した生徒たちが多く、題材としては、

自分と主人公を重ね合わせながら興味をもって取り組める内容である。give や look 等を

用い、夏の楽しい思い出を英語で語らせたい。本時の前の授業で“My Dream”のスピーチ

発表を実施しており、生徒たちが引き続き自分の考え等を物おじせず発表し、記録できる

ようにする。 

(5) 年間指導計画における位置付け 

 Lesson 1～5 では、過去進行形や［There ＋be 動詞〜］、動名詞や不定詞の三つの用法を学

習した。give や look 等を用いて情報を得て、その理由や説明等をする際に、今まで学ん

できたことを活用し、自己表現に用いる。 

(6) 単元の指導計画と評価計画 

 学習活動・学習内容 評価規準・評価方法 

第１時 
・［主語＋動詞（give 等）＋間接目的語＋（名詞・代名詞）］

を用いた文の構造を理解する。 

・Lesson 6-1 Get 1 の本文の内容を理解する。 

ア①② 観察 
エ① 後日ペーパーテ

スト 

 

第２時 

・［主語＋動詞（give 等）＋間接目的語＋（名詞・代名詞）］

の構造を確認する。 

・Lesson 6-1 Get 1 の本文の内容を確認する。 

 TQ: Where did you go during the summer vacation? 

イ①② 観察、ワーク

シート 
ウ② ワークシート 

第３時 
・［主語＋動詞（look 等）＋形容詞］を用いた文の構造を

理解する。 

・Lesson 6-2 Get 2 の本文の内容を理解する。 

ア①② 観察 
エ② 後日ペーパーテ

スト 

第４時

（本時） 

・［主語＋動詞（look 等）＋形容詞］の構造を確認する。 

・Lesson 6-2 Get 2 の本文の内容を確認する。 

  TQ: What will you give Ms.Yamada? 

イ①② 観察、ワーク

シート 
ウ② ワークシート 

第５時 ・USE Read 6 の本文の内容を理解する。 
エ①② ワークシート 

第６時 
・USE Read 6 の本文の内容を確認する。 

  TQ: What do you want to do in Australia?           

イ①② 観察、ワーク

シート、ウ② 観察 

第７時 
・Lesson 6 の本文の内容を確認する。 

・単元テスト 

ウ①エ①② 単元テス

ト 
 (7) 本時 
  ア 本時のねらい 
  (ｱ) 既習事項を使って、英語で（日本）文化について理解することができる。 
  (ｲ) 対話文を正しく音読し、内容等を理解することができる。 
  (ｳ) 本文に関係した「ＴＱ」に対し、相手に自分の意見や考え、それについて相手と会話

を継続することができる。 
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  (ｴ) (ｳ)について自分の言ったことを書くことができる。 
イ 本時の展開 

指導過程 
（time） 

学習活動 教師の指示・留意点 
評価規準 
評価方法 

1 Greeting 

(3 min.) 

・挨拶する。 

・日付や天気等を確認する。 

・全体で行なった後、改め

て数名に確認する。 
 

2 Listen-and- 

Read Activity 

(10 min.) 

・本文（副教材）を黙読し、ページ下

の質問の答えに下線を引く。 

・既習でない英単語を含む本文を音読

する。 

・二つの英文が、本文の内容と合って

いるかどうかを冊子に書く。 

・質問に対する答えに下線を引く。 

・英語で本文の内容理解後、再度音読

する。 

・下線をどこに引いたか、

口頭で答え合わせする。 
・新出語句も大きな声で発

音する。 
・英文を二つ、２回ずつ言

う。 

・本文に関する質問を三つ

口頭でする。 
・口頭で答え合わせする。 

 

3 Explaining 

/Reviewing  

Grammar 

Point(10min.) 

・前時のワークシート［look+形容詞］

の答え合わせをする。 

 

・口頭で答え合わせをする。 

・文法のポイントを説明し

た後、［look+形容詞］を

意識しながら音読する。 

 

4 Reading 

Practice and 

Oral 

Presentation 

(15 min.) 

・本文 p.68 のＣＤを聴く。 

・新出英単語句を音読練習する。 

 

・本文(p.68)を音読練習する。 

・指名された生徒は音読発表する。 

 

・本文の内容を確認する。 

・ピクチャーカードを見な

がら（本は閉じて）英語

を聞く。 

・音読練習はテンポよく、

数回全体練習した後、ペ

アで時間を決めて行う。 

・一問一答方式で行う。 

 
 
 
 

5 Speaking 

and Writing 

Activity 

(10 min.) 

 

 

 

・ＴＱを、２セット行う。 

・２回の意見交換の後、自分が言った

ことなどを、ワークシートに書く。 

・指名された生徒は、発表する。 

 

 

 

・生徒を指名し、発表させ

る。 

イ①② 
観察、ワー

クシート 

ウ②ワー

クシート 

6 Consolidation 

(2 min.) 

・次回の宿題の連絡をする。 

 

・元気よく挨拶する。 

・英語で言いながらポイン

トは板書し、生徒たちに

伝わるようにする。 

・終わりの挨拶をする。 

 

技能統合型の言語活動 

Today’s Question: What will you give Ms. Yamada? 
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 (8) 授業観察の視点 
  ・ 本文の内容を理解することができたか。 

・ ＴＱが定着し、活動を円滑に行うことができ 
 たか。 
・ 第１回のＴＱから言える文章の数が増えたか。 
・ 相手の話を聞いて、それについて自分の考え

を英語で書くことができたか。 
(9) 成果と課題 
 ア 成果  

 研究主題に掲げたテーマに基づいて検証授業を実施した結果、いくつかの成果を上げる

ことができた。 
第１に、教科書本文から「ＴＱ」へ至るまでの流れを、生徒たちに定着させることがで

きた。生徒たちは教科書本文を読んで理解した後、それに関連するテーマで英語で表現す

るという心構えをもって授業に臨む姿が見られるようになった。また、一つのセクション

が終わるごとに「ＴＱ」を実施することによって、徐々に生徒同士が英語で話すことに対

する抵抗感がなくなってきた。 
第２に、相手の話を聞いて自然に反応できるようになった。「ＴＱ」を開始した当初は「表

現集（p.10）」を見ながら反応していた生徒たちも、回数を重ねるうちに相手の目を見て、

その場に合った表情や声色で返答するようになった。また、「表現集」にある言葉に加えて

自分の意見や感想をその場で相手に伝えるようになった。 
第３に、「ＴＱ」を実施した当初に比べ、テーマに基づき自らが英語で発する文の数が増

えた。この活動を実施している生徒たちの記録用紙を集計したところ、この活動を本格的

に開始したときには１分間で平均 2.88 文しか言えなかったが、この活動を開始して約２か

月経過した現在では１分間で平均 4.01 文言えるようになっている。 
最後に、前回の検証授業の課題で「活動の回数は…どのくらいが適当か」と記されてい

た。５回のＴＱ活動を数回行い、発話する文章の数の統計をとったところ、本校の生徒た

ちは複数回行うと発話する文の数が上昇する傾向にあることが分かった（表１参照）。 
表１ ＴＱ活動の回数と発話する文数の平均 

 Lesson L5 Part 1 L5 Part 2 Use Read 5 L6-1 L6 Part 2 

1 2 3 1 2 1 2 1 1 2 

学年 2.9 3.7 4.2 3.4 3.9 4.4 5.1 4.2 3.8 4 

A 組平均 1.88 3.24 3.36 2.76 3.48 3.96 3.92 3.4 2.96 3.64 

B 組平均 2.51 3.28 3.77 3.34 3.66 3.79 4.51 3.9 3.36 3.72 

C 組平均 2.76 3.83 4.45 3.07 4.31 3.93 4.41 3.79 2.55 3.21 

D 組平均 3.42 4.13 4.71 4.19 4.03 4.84 5.81 5.52 5 5.23 

E 組平均 2.92 3.61 3.81 3 3.69 4.83 5.64 3.61 3.81 3.78 

F 組平均 3.22 4.41 4.74 3.41 4.33 4.89 5.48 4.67 4.41 4.48 
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２か月間で生徒たちの発話する文の数が増えた理由は、生徒たちが行いたい活動を繰り

返し行ったからである。様々なテーマや質問について自ら考え、伝えたい情報を相手に伝

える即興力、相手の話を聞いてそれを受容し反応する力を、英語の活動を通して引き続き

鍛えていきたい。 
イ 課題  

生徒たちが今後も楽しく正しく英語で話すことができるよう、フィードバックすること

が必須条件である。これについては以下のとおりいくつかの方法がある。 
  (ｱ)  「ＴＱ」用紙を添削し、返却する。 
    個々に合ったフィードバックである。自分が言った／書いた表現の正誤が分かるだけ 

でなく、正しい表現が記してある。 
  (ｲ)  多くの生徒たちがしていた間違いを（口頭で）伝える。 

「ＴＱ」用紙を返却しながら教員が「多かった間違い」について述べることにより生 
徒たち自らがチェックすることができ  
る。  

  (ｳ)  英語室や廊下等に掲示する。 
    教員が「ＴＱ」を添削した後、それら

を一定期間掲示する。良かった点、斬新

なアイディア等について教員がコメン

トすることで、生徒たちは同級生の英語

から学ぶことができる。掲示場所、期間、

掲示物に対する配慮が必要である。 
  (ｴ) お便りを発行する。 

   お便りには生徒たちの作品、多くの生徒たちがしていた間違い、多くの生徒たちが言  
 えなかった英語等を記し生徒たちに配布する。生徒たちだけでなく教員自身も活動を振 
 り返ることができる。 

 もう一つの課題は「ＴＱ」ワークシートにある「パートナーの意見に対する自分の感 
 想」で書く内容を充実させることである。「ＴＱ」を実施した当初は、「パートナーの意 
 見に対する自分の感想」ではなく、「パートナーの意見」を書く生徒がいた。そこでフィ 
 ードバックする際、「パートナーの意見に対する自分の感想を書くように」と指導した結 
 果、「パートナーの意見」の次に簡単な１文（I think so, too. や That’s nice. 等）を記 
 すようになった。次は、「自分がそう思う理由や具体例を書くように」と指導したところ、 
 現在では「パートナーの意見に対する自分の感想」を３文書く生徒たちが見られるよう 
 になった。今後も引き続き「パートナーの意見に対する自分の感想」を書くよう指導し、 
 書くことでパートナーと対話ができる力を身に付けさせたい。 
    今後も継続的に「ＴＱ」を実施し、生徒たちの実態を考慮しながらフィードバックを 
  行う。フィードバックが次回のＴＱを充実させる。この方法で継続して生徒たちの「思 
 考力・判断力・表現力等」だけではなく、「即興力」や「相手を受容する心」も育んでい 
 きたい。 
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4.3

4.4

4.5

4.6

4.7

4.8

9月 10月 11月

TQ 生徒発話英文数平均

Ⅵ 研究の成果と課題 

１ 研究の成果 
(1) 技能統合型の言語活動の開発と実践 

現在の英語教育が置かれている現状とそれに伴う課題認識から、生徒の思考力・判断力・

表現力等を高めるために、この技能統合型の言語活動を開発した。一人でも多くの英語科教

員が共有できることを目指し、「教科書を使った活動であること」「普段の指導にひと工夫を

加えて行えること」を柱として、実践を行うとともに、活動に必要な表現集、ワークシート、

記録用紙を作成した。検証授業や所属校での実践と協議を重ねることで技能統合型の言語活

動を充実させることができた。 

(2) 発話への意識の高まり 

この技能統合型の言語活動を教科書本文の内容理解後の活動として設定することにより、

「自分の意見を発信する」という目標をもたせ、継続的に活動を行ってきた。その結果、意

見には理由を加えること（I think ～ because …）、論理的に意見を述べること（I have two 

reasons. First, ～. Second, ～.）、理由には具体例（For example, ～.）や体験を交える

と説得力を増すことができるといった意見の発信の仕方の「型」を身に付けるようになった。

そしてそれらの型に慣れていくにつれ、発問の内容に関わらず、その型を活用して発話を継

続させようとする態度が見られるようになった。 

また、教科書本文の内容を積極的に深く読み取ろうとする意識の向上が見られた。加えて、

自分の考えや気持ちを発信するために必要な表現を、教科書本文から学べるという意識を生

徒がもつようになり、教科書本文の内容理解が「アウトプットのためのインプット」である

と認識されるようになった。 

(3) 表現力の高まり 

  回数を重ねることで、会話でのスピーキングや意見のまとめのライティングでの文数にお

いて伸長が見られ（下図参照）、発話内容の質の面でも向上が見られた（次ページ参照）。 

 結果として学年や生徒、発問は異なるが、全体と

して平均して４～５文程度の発話ができるようにっ

た。 
 発問によって話しやすさが変化するので、10月や11

月であっても発話文数が落ちることもあり、必ずし

も直線的に上がっていくわけではないが、この短期

間でも文数は微増する結果が得られた。 
２年生以降は接続詞や後置修飾を用いることで１

文が長くなるので、発話の量の見取りを「語数」に

してこの取組を継続していくことが考えられる。 
 また、22 ページで述べたように、同じＴＱで複数

回（２～３回程度）発話をすると、必ず文数が伸びることも確認された。 

 （※グラフは、本研究員が各所属校で指導する１年 251 名、２年 224 名、３年 129 名、計 604

名の合算データである。） 
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＜生徒のワークシート（例）＞ 
【９月初旬】 
 
 
                            
                                                      【10 月下旬】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 研究の課題 
(1) フィードバックの方法について 

  研究を重ねる中で、常に課題に上がっていたのが、このフィードバックの問題である。生

徒の会話をどのように見取って、どのような指導をどのくらい入れていくことが効果的なの

かは、この短期間の研究では共通理解に至らなかった。活動後にワークシートに書いた文を

毎回添削して返却していたが、時間に見合った効果の検証が必要であり、今後の研究の継続

が望まれる。 

(2) 発問内容の工夫 

  フィードバックとともに発問をどうするのかという問題も常に協議の中心であった。発問に

よって会話が続かないことがあるので、常に試行錯誤しながらの実践であった。その中でも、

生徒にとって「身近な話題」であること（Where did you go for working experience?）、「意

見の分化」が起こりやすいもの（Which do you like better, summer or winter?）などを心

掛けた。「どんな本文にも共通して使える発問」（Which part of the talk are you interested 

in?）や、生徒の思考や発話を促すような発問の研究を今後も行う必要がある。 

(3) 年間指導計画への位置付け 

本研究での技能統合型の言語活動は、各研究員の所属学年（１年２名、２年４名、３年２

名）で２学期からの活動として実践を行った。従来の指導に加えて取り組むことのできる活

動ではあるが、生徒の発達段階に応じた目標設定や、年間指導計画への位置付けなどを明確

にして、より意図的・計画的に行うと効果的であると考えられる。 

また、「即興で話す」というのは生徒にとっては負荷の大きい活動であるので、発話を支え

るための基礎的・基本的な力の定着が不可欠である。そのためには、「音読」や「暗唱」、瞬

間的・反射的に英語の質問に答える「Quick Q & A」などを通し、学習内容を定着させた上で、

指導に当たる必要がある。 
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［担当］ 東京都教育庁指導部指導企画課 
指導主事  関谷 さやか 
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